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岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年１１月８日～１２月２５日


　

２　事業者情報

	事業者名称：特別養護老人ホーム久慈平荘
（施設名）　
	種別：特別養護老人ホーム

	代表者氏名：理事長　 野田　信雄
（管理者）  施設長 　野田　信雄
	開設年月日　　平成２年１０月１日

	設置主体：社会福祉法人みちのく大寿会
経営主体：社会福祉法人みちのく大寿会
	定員（利用人員）

　　　　５８　名（ショートステイ８名）

	所在地：九戸郡洋野町大野６０―４１―８
TEL ０１９４－７７－２７７１
FAX ０１９４－７７－２７７２


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点
○利用者が食事を楽しみとなるような食事の提供がなされている。
　　嗜好調査を行い分析、結果をまとめ細やかな配慮を行っている。行事食は利用者の目に止まるような拡大コピーでの掲示、食事になると献立の紹介を放送する等工夫している。また食事の際には栄養士、調理師が食堂に出向き一人ひとりの利用者に声がけをしており、器、箸差しなどにも細かい配慮がされ高く評価します。さらに、おやつも全て手作りという点、そして味付け盛り付け、食彩、硬さ等利用者本位・利用者意向であると感じる。
◇ 改善が求められる点

○リスクマネジメント方法の検討
　安全管理の仕組みは、関係委員会により確立しているものの、対応体制については、受付から改善、報告までの仕組みやマニュアルが十分に機能、活用されているとは言い難い。また、確認資料で出された「アクシデント報告書」には、検討が不十分な面もあり、それぞれ迅速な対応体制を整える必要が認められる。



４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	平成19年度に続き2年連続で受審いたしました。今回の受審については、各取り組みに対する考えや活動状況を示す書面や記録等について整備し、その成果として昨年度に比べ評価項目の基準充足率が向上しました。

　しかしながら、書類を整備しただけでは当然サービスの質の向上としては不十分であり、評価者の方々のご指摘のとおりで体制や仕組みは示すことが出来ても、その体制や仕組みが機能しなければ向上につながりません。

　今年度も、第三者評価を受審したことにより評価調査員の方々から当事業所の課題について教示していただき、また、前回とはちがった新たな気付きも得ることが出来ました。

　２年連続しての受審。課題は山積みとなりましたが、利用者満足とサービスの質の向上に向けて取り組み、２年後にまた受審いたします。




５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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